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抄
録
：
本
論
は
璉
珹
寺
総
合
学
術
調
査
の
二
〇
一
〇
年
度
の
概
要
報
告
で
あ
る
。
昨
年
度
ま
で

の
概
要
報
告
は
『
論
集
』
第
45
～
47
号
に
掲
載
し
た
。

　

長
谷
川
伸
三
は
、
古
文
書
整
理
作
業
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
文
書
群
は
、
璉
珹
寺

伝
来
の
文
書
と
住
職
で
あ
る
下
間
家
の
文
書
に
分
類
で
き
る
。本
年
度
で
文
書
の
袋
入
れ
は
一
、

四
八
六
点
に
な
り
、
第
一
か
ら
第
九
の
整
理
箱
に
収
め
た
。
未
整
理
は
巻
軸
な
ど
が
わ
ず
か
に

残
っ
て
い
る
。

　

長
谷
川
小
論
で
は
名
所
図
会
か
ら
江
戸
時
代
の
璉
珹
寺
の
史
料
を
集
め
、
寺
の
景
観
や
様
子

を
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
昨
年
度
報
告
し
た
「
当
寺
中
興
由
来
記
」
の
中
の
「
御
奉
書
之
写
」

を
原
文
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

佐
久
間
は
発
掘
調
査
の
概
要
報
告
で
あ
る
。
本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
４
区
の
調

査
を
継
続
し
、
本
年
度
で
終
了
し
た
。
一
昨
年
度
は
、
地
面
か
ら
近
現
代
の
地
層
を
掘
り
下
げ
、

調
査
区
東
側
で
南
北
に
並
ぶ
石
列
発
見
し
た
。
昨
年
度
は
さ
ら
に
掘
り
下
げ
を
続
け
た
結
果
、

こ
の
石
列
が
石
垣
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
江
戸
時
代
の
遺
構
面
（
第
１
面
）
を
検
出

し
た
。
遺
構
面
に
は
い
く
つ
か
の
土
壙
が
確
認
さ
れ
た
が
、
予
定
期
間
内
に
調
査
が
終
了
で
き

な
か
っ
た
。
本
年
度
は
江
戸
時
代
の
堆
積
層
を
除
去
し
、
下
面
の
遺
構
を
精
査
し
た
。
池
と
思

わ
れ
る
大
き
な
落
ち
込
み
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
土
壙
は
上
面
・
下
面
で
五
基
検
出
さ
れ
た
。

南
に
隣
接
し
た
３
区
で
検
出
し
た
遺
構
も
、
調
査
当
時
は
中
世
の
遺
構
と
考
え
た
が
、
江
戸
時

代
の
土
壙
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
江
戸
時
代
の
遺
構
面
の
下
に
中
世
の
薄
い
堆
積
層
が
あ

り
、
そ
れ
を
は
ず
す
と
地
山
に
な
っ
た
。
こ
の
面
で
は
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
璉
珹
寺
・
紀
寺
・
下
問
家
・
古
文
書
調
査
・
発
掘
調
査

は
じ
め
に

　

奈
良
市
西
紀
寺
町
45
に
あ
る
璉
珹
寺
の
総
合
学
術
調
査
は
二
〇
一
〇
年
度
で
六
年
目
で
あ

る
。
璉
珹
寺
の
歴
史
は
『
璉
珹
寺
縁
起
』
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
に
行
基
が
創
建
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
初
め
に
紀
有
常
が
再
興
し
、
通
称
紀
寺
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
本
尊
の
裸
形
女
人
阿
弥
陀
像
は
平
安
時
代
、
一
条
天
皇
の
中
宮
上
東
門
院
の
女
人
往

生
の
願
い
に
よ
っ
て
恵
心
僧
都
（
源
信
）
が
制
作
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

平
安
時
代
に
な
る
と
、
女
性
は
穢
れ
が
あ
る
の
で
往
生
で
き
な
い
と
い
う
思
想
が
ひ
ろ
ま
っ

た
。
尼
僧
も
東
大
寺
や
延
暦
寺
な
ど
に
あ
っ
た
戒
壇
で
正
式
の
受
戒
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い

た
。
上
東
門
院
は
恵
心
僧
都
に
女
人
も
往
生
で
き
る
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
恵
心
僧
都
は
で
き

る
と
答
え
、
こ
の
女
人
阿
弥
陀
像
を
制
作
し
た
と
い
う
。
上
東
門
院
は
朝
廷
に
働
き
か
け
て
女

人
の
た
め
の
戒
壇
を
作
ら
せ
た
人
で
も
あ
る
。

　

総
合
調
査
は
こ
う
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
お
寺
の
歴
史
を
調
べ
る
た
め
に
古
文
書
調
査
・
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
石
造
物
調
査
も
開
始
し
た
。

　

総
合
調
査
は
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
日
本
文
化
史
学
科
と
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
の
共
同
事
業
で

実
施
し
て
き
た
が
、二
〇
一
〇
年
三
月
に
日
本
文
化
史
学
科
が
な
く
な
っ
た
。
本
年
度
か
ら
は
、

地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
の
単
独
事
業
と
な
っ
た
。

　

こ
の
調
査
は
昨
年
度
か
ら
国
文
学
科
歴
史
文
化
専
攻
の
３
回
生
を
対
象
に
「
地
域
歴
史
文
化

総
合
研
究
Ｂ
」
の
科
目
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
年
度
か
ら
博
物
館
実
習
Ⅱ
の
授
業
を
調
査
期

間
の
後
半
に
設
定
し
、
学
芸
学
部
の
４
回
生
が
主
と
し
て
石
造
物
の
調
査
に
参
加
し
て
い
る
。

博
物
館
実
習
Ⅱ
に
は
、
歴
史
専
攻
で
な
い
学
生
も
含
ま
れ
る
の
で
、
古
文
書
調
査
や
発
掘
調
査

の
体
験
も
行
っ
て
い
る
。

　

調
査
指
導
は
本
学
の
教
員
と
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
他
大
学

の
教
員
が
当
た
り
、
調
査
は
本
学
学
生
と
卒
業
生
・
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
・
璉
珹
寺
友
の

会
や
地
元
住
民
の
協
力
を
え
て
実
施
し
て
い
る
。

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
研
究
紀
要
第
１
号
（
二
〇
一
一
）

�

調
査
報
告
書

璉

寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
４�

学
芸
学
部　

国
際
英
語
学
科　

佐
久
間　

貴　

士

�

国
文
学
科　

長
谷
川　

伸　

三
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一
　
調
査
の
経
緯
と
調
査
体
制

（
１
）
調
査
の
経
過　

　

古
文
書
調
査
は
「
下
間
家
文
書
」
と
「
璉
珹
寺
文
書
」
に
分
け
て
調
書
を
作
成
し
て
い
る
。

　

璉
珹
寺
は
法
相
宗
・
浄
土
宗
・
天
台
宗
と
変
遷
し
、
昭
和
一
九
年
に
住
職
と
し
て
下
間
玄
惠

が
入
り
、
浄
土
真
宗
と
な
っ
た
。
下
間
家
は
親
鸞
上
人
に
仕
え
、
戦
国
時
代
に
は
教
団
の
指
導

的
な
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
。
伝
来
の
系
図
を
見
る
と
本
願
寺
教
団
が
戦
っ
た
日
本
各
地
で
一

族
が
討
死
や
自
害
を
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
本
願
寺
の
有
力
な
坊
官
を
多
数
排
出
し
た
。

玄
惠
家
は
そ
の
内
の
宮
内
卿
家
と
呼
ば
れ
た
家
系
で
、
西
本
願
寺
に
仕
え
た
。
そ
の
た
め
璉
珹

寺
に
は
江
戸
時
代
天
台
宗
で
あ
っ
た
時
期
の
璉
珹
寺
の
古
文
書
と
下
間
家
に
伝
来
し
た
古
文
書

と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
古
文
書
調
査
は
「
下
間
家
文
書
」
か
ら
開
始
し
、
当
初
５
箱
あ
っ
た
文

書
を
９
箱
に
収
納
し
た
。本
年
度
で
文
書
の
大
部
分
は
調
書
を
作
成
し
て
袋
入
れ
が
終
了
し
た
。

文
書
総
数
一
、四
八
六
点
で
あ
る
。
今
後
は
巻
軸
や
そ
の
他
の
史
料
の
調
査
、
文
書
目
録
の
作

成
を
行
う
。
文
書
の
解
読
は
点
数
が
多
く
、
ま
だ
ご
く
一
部
し
か
行
っ
て
い
な
い
。

　

発
掘
調
査
は
二
〇
〇
五
年
度
に
第
１
区
（
四
㎡
）、
第
２
区
（
三
㎡
）、

二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
年
度
に
第
３
区（
一
五
㎡
）を
調
査
し
、二
〇
〇
八
年
度
は
第
４
区（
一
四

㎡
）
を
調
査
し
た
（
図
一
）。
調
査
区
の
大
半
は
近
現
代
の
盛
土
や
ご
み
穴
で
あ
っ
た
が
、
第

３
区
で
室
町
時
代
の
遺
物
包
含
層
（
或
い
は
溝
）
を
確
認
し
、
第
４
区
で
江
戸
時
代
の
石
列
を

確
認
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
度
は
引
き
続
き
第
４
区
を
調
査
し
た
。
前
述
の
石
垣（
江
戸
時
代
築
造
と
推
定
）

を
確
認
す
る
と
と
も
に
近
代
か
ら
江
戸
時
代
の
遺
構
面
（
第
１
面
）
と
土
壙
四
基
を
検
出
し
た
。

昨
年
度
の
調
査
は
こ
こ
で
終
了
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
度
も
引
続
き
第
４
区
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
新
た
に
一
基
の
土
壙
を
検
出
し

た
。
江
戸
時
代
の
包
含
層
を
除
去
す
る
と
、
も
う
ひ
と
つ
遺
構
面
（
第
２
面
）
が
あ
っ
た
。
こ

の
面
か
ら
池
と
思
わ
れ
る
大
き
な
落
ち
込
み
が
検
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
薄
い
中
世
の
包
含
層
を

除
去
す
る
と
地
山
と
な
っ
た
。
こ
の
面
か
ら
は
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
４
区
の
東
を
一
部
拡
張
（
一
㎡
）
し
、
隣
地
と
の
関
係
を
観
察
し
た
が
、
石
垣
の
あ
る

段
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
た
。
遺
物
量
は
コ
ン
テ
ナ
で
第
１
区
一
箱
、
第
２
区
二
箱
、
第
３
区

二
五
箱
、
第
４
区
は
本
年
度
の
二
五
箱
を
加
え
て
七
八
箱
で
あ
る
。
遺
物
の
種
類
は
古
墳
時
代

の
須
恵
器
と
奈
良
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の
瓦
・
土
器
・
陶
磁
器
や
硯
な
ど
で
あ
る
。
瓦
は
奈
良

時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
す
べ
て
の
時
代
の
も
の
が
出
土
し
て
お
り
、
璉
珹
寺
が
奈
良
時
代
の

図１　璉 寺発掘調査区位置図（縮尺 1/2500、上が北）
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創
建
以
来
連
綿
と
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
２
）
調
査
体
制

　

調
査
組
織
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

璉
珹
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
団

　

代
表　
　
　

佐
久
間
貴
士　

本
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
古
学

　

調
査
指
導　

長
谷
川
伸
三　

元
本
学
教
授
・
非
常
勤
講
師　
　
　

近
世
史

　
　
　
　
　
　

堀
裕　
　
　
　

東
北
大
学　

准
教
授　
　
　
　
　
　

古
代
史

　
　
　
　
　
　

中
村
直
人　
　

関
西
学
院
大
学　

非
常
勤
講
師　
　

中
世
史

　
　
　
　
　
　

荒
武
賢
一
朗　

関
西
大
学　

講
師　
　
　
　
　
　
　

近
世
史

　

特
別
参
加　

平
松
良
雄　
　

橿
原
考
古
学
研
究
所
付
属
博
物
館　

考
古
学

調
査
参
加
者

　

�（
三
回
生
）
井
上
愛
子
・
牛
尾
晴
江
・
奥
田
亜
由
香
・
梶
井
梨
沙
子
・
薦
田
浩
子
・
平
沙
織
・

谷
口
彩
乃
・
内
藤
茜
・
中
井
佑
美
・
中
川
千
亜
紀
・
長
山
未
来
・
浜
本
聡
美
・
日
野
林
歩
・

平
戸
の
り
こ

　

�（
四
回
生
）
小
山
真
美
・
木
澤
沙
樹
奈
・
林
佳
菜
江
・
神
於
希
衣
・
小
山
真
美
・
白
井
佑
佳
・

高
橋
つ
ば
さ
・
徳
千
代
し
ず
か
・
平
田
真
名
美
・
廣
島
千
幸
・
増
川
敦
子
・
池
谷
静
佳
・
池

田
真
理
子
・
磯
崎
梨
紗
・
上
田
彩
加
・
西
奥
明
香
・
畑
友
加
里
・
丸
太
弥
生
・
宮
本
愛
美
・

李
玉
麗
・
中
川
恵
美
子
・
樋
口
綾
香
・
藤
木
絵
真
・
山
本
典
子
・
山
原
摩
子
・
加
藤
奈
都
美
・

瀧
山
啓
子

　

�（
卒
業
生
）　

大
西
ま
ど
か
・
小
嶋
千
尋
・
日
野
美
香
・
山
室
朋
子

　

�（
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
）
猪
狩
明
浩
・
後
藤
健
太
郎
・
近
藤
学
・
冨
田
晋
吾
・
濱
田
雄
太
・

山
下
一
樹
・
横
尾
太
郎

　

�（
璉
珹
寺
友
の
会
・
地
域
住
民
）
下
間
景
甫
住
職
・
太
田
久
・
徳
田
英
・
野
尻
幸
男
・
牟
田

口
淳

　

�

第
６
次
の
調
査
期
間
は
二
〇
一
〇
年
九
月
四
日
か
ら
九
月
十
七
日
で
、
九
月
四
日
は
機
材
の

搬
入
を
行
い
、
実
際
の
調
査
は
九
月
六
日
か
ら
行
っ
た
。
九
月
十
二
日
は
休
日
と
し
、
十
七

日
に
撤
収
し
た
。

二
　
古
文
書
整
理
作
業
の
状
況

１　

古
文
書
整
理
作
業
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）

　

璉
珹
寺
所
蔵
の
古
文
書
は
、「
璉
珹
寺
文
書
」
と
「
下
間
家
文
書
」
に
大
別
で
き
る
が
、
璉

珹
寺
文
書
は
巻
軸
な
ど
別
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
、
実
際
に
は
量
的
に
多
い
下
間
家
文

書
に
混
入
し
て
い
る
。
そ
こ
で
古
文
書
の
ほ
ぼ
全
部
を
下
間
家
文
書
の
名
称
の
も
と
で
、
保
存

状
態
を
生
か
し
て
「
下
間
家
一
」
以
下
の
文
書
保
存
箱
に
入
れ
替
え
て
い
る
。
今
後
文
書
目
録

（
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
）
の
作
成
段
階
で
、
璉
珹
寺
文
書
を
抽
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
昨
年

度
は
「
下
間
家
八
」
箱
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
巻
軸
を
入
れ
た
「
下
間
家
九
」
箱
が
増

加
し
た
。

　

以
下
に
箱
ご
と
の
文
書
点
数
と
調
査
の
進
行
状
況
を
示
し
て
お
く
。
な
お
点
数
は
原
則
と
し

て
文
書
一
点
を
中
性
紙
封
筒
に
い
れ
て
番
号
を
付
け
た
も
の
を
一
点
と
す
る
。
一
括
し
て
保
存

さ
れ
て
い
た
文
書
を
別
の
封
筒
に
入
れ
る
場
合
は
枝
番
号
を
つ
け
、
こ
れ
ら
も
各
一
点
と
し

た
。
封
筒
に
表
題
（
内
容
）、年
代
、作
成
者
、宛
名
等
を
記
入
し
た
も
の
を
「
調
書
作
成
済
み
」

と
し
た
。

　

下
間
家
一
（
番
号
一
～
五
七
、五
三
欠
番
）	

五
六
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
二
（
番
号
一
～
一
九
八
）	

三
二
〇
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
三
（
番
号
一
～
六
二
）	

六
二
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
四
︱
一
（
番
号
一
～
二
九
七
）	

三
四
九
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
四
︱
二
（
番
号
二
九
八
～
三
一
四
）	

三
一
六
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
五
（
番
号
一
～
一
四
七
）	

一
六
二
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
六
（
番
号
一
～
九
一
）	

九
三
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
七
（
番
号
一
～
九
九
、二
二
欠
番
）	

一
一
三
点  　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
八
（
番
号
一
～
七
）	

一
五
点 　

調
書
作
成
済
み

　

下
間
家
九　

巻
軸
一
四
本
・
鍵	

調
書
未
作
成　

　

古
文
書
の
総
点
数
は
一
、四
八
六
点
（
番
号
九
七
三
）
と
な
り
、
そ
の
す
べ
て
が
調
書
作
成

済
み
と
な
っ
た
。
ま
た
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
は
、
下
間
家
一
箱
の
一
番
か
ら
下
間
家
四
︱
一
箱

の
一
五
〇
番
ま
で
に
達
し
て
い
る
。

２　

近
世
名
所
記
に
見
る
璉
珹
寺

　

近
世
に
は
各
地
の
史
跡
・
名
勝
や
社
寺
を
対
象
に
し
た
名
所
記
・
名
所
図
会
が
書
か
れ
、
出
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版
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
大
和
お
よ
び
奈
良
を
対
象
と
す
る
名
所
記
・
名
所
図
会
の
な
か
か
ら
、

璉
珹
寺
に
関
す
る
記
述
を
取
り
出
し
て
、
検
討
し
て
み
る
。

　
　
『
大
和
名
所
図
会
』
巻
之
二

　

紀
寺
（
紀
寺
口
と
い
ふ
所
に
あ
り
。
旧
名
璉
珹
寺
と
い
ふ
。
行
基
菩
薩
の
開
基
、
桓
武
天
皇

封
戸
（
ふ
こ
）
を
た
ま
ひ
し
事
「
釈
書
」
に
見
え
た
り
。
そ
の
後
廃
せ
し
か
ば
、
紀
有
常
の
再

興
よ
り
紀
寺
と
ぞ
い
ふ
）

　

注　

紀
寺　

元
明
日
香
村
小
山
西
北
方
に
あ
っ
た
紀
氏
の
寺
院
。平
城
遷
都
後
奈
良
に
移
る
。

元
紀
寺
町
。

　

�（
平
井
良
朋
編
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
９
奈
良
の
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
、

四
四
、五
三
一
頁
）

　
　
『
南
都
名
所
集
』
巻
第
五

　

紀　

寺
（
き
で
ら
）

　

当
寺
の
縁
起
に
い
は
く
、
聖
武
天
皇
の
御
宇
に
行
基
菩
薩
の
開
基
な
り
。
こ
の
寺
の
寺
号
を

璉
城
寺
（
れ
ん
じ
ょ
う
じ
）
と
い
ふ
。
行
基
手
づ
か
ら
阿
弥
陀
な
ら
び
に
観
音
の
像
を
つ
く
り

て
安
置
し
、
毎
年
七
月
朔
日
よ
り
八
月
一
八
日
に
い
た
る
ま
で
四
十
八
日
の
称
名
念
仏
を
勤
修

（
ご
ん
じ
ゅ
）
し
た
ま
へ
り
。
ま
た
一
条
（
の
）
院
の
后
上
東
門
院
の
御
願
に
よ
り
て
、
恵
心

の
僧
都
弥
陀
の
裸
形
を
作
り
て
安
置
せ
ら
る
。
そ
の
の
ち
年
経
て
こ
の
寺
破
損
に
お
よ
べ
り
。

こ
こ
に
紀
有
常
（
き
の
あ
り
つ
ね
）
朝
臣
再
興
あ
り
し
よ
り
、
名
付
け
て
紀
寺
と
い
ふ
な
り
。

桓
武
天
皇
延
暦
二
年
十
二
月
に
、当
寺
へ
封
戸
を
納
め
た
ま
ひ
し
よ
し
『
釈
書
』
に
見
え
た
り
。

裸
形
の
あ
み
だ
、
い
ま
に
あ
り
。
秘
仏
な
れ
ば
、
つ
ね
に
を
が
ま
れ
お
は
し
ま
さ
ず
。
鎮
守
は

崇
道
（
そ
う
ど
う
／
す
ど
う
）
天
皇
の
禿
倉
な
り
。
こ
れ
光
仁
帝
の
御
子
早
良
（
そ
う
ら
）
太

子
に
て
お
は
し
ま
す
な
り
。

（
さ
し
絵
︱
図
２
）

　
　

咲
き
そ
ふ
は
御
法
の
花
の
紀
寺
か
な

　

注　

崇
道
天
皇
の
禿
倉
（
ほ
こ
ら
）　

璉
城
寺
東
北
に
鎮
座
。
俗
に
紀
寺
天
王
と
称
し
、
こ

の
寺
の
鎮
守
と
さ
れ
た
。
怨
霊
を
鎮
止
す
る
た
め
に
祀
っ
た
御
霊
神
社
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
春

日
大
社
の
末
社
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
、
現
社
殿
は
移
建
さ
れ
た
桃
山
時
代
の
重
文
建
築
。

　

�（
平
井
良
朋
編
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
９
奈
良
の
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
、

二
六
四
～
二
六
五
、五
七
四
頁
）

　
　
『
奈
良
名
所
八
重
桜
』
七

　

吉
備
（
き
び
）
の
森　

璉
城
寺

　

下
清
水
の
南
に
あ
た
り
、
一
町
ば
か
り
の
も
り
見
ゆ
る
。
こ
れ
な
り
。
そ
も
そ
も
こ
の
吉
備

右
大
臣
実
保
（
さ
ね
や
す
）
卿
と
申
す
は
、
元
正
・
聖
武
・
孝
謙
・
廃
帝
・
称
徳
・
光
仁
六
代

の
聖
主
（
し
ょ
う
じ
ゅ
）
に
仕
へ
た
ま
ふ
儒
臣
な
り
。（
中
略
）
仁
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
天

平
七
年
乙
亥
三
月
、玄
昉（
げ
ん
ぼ
う
）僧
正
と
同
船
し
帰
朝
し
、こ
の
国
に
お
い
て
儒
学（
じ
ゅ

が
く
）
を
ひ
ろ
め
、
右
大
臣
に
任
じ
、
人
皇
四
十
九
代
光
仁
天
皇
宝
亀
六
年
之
十
月
、
行
年

八
十
二
に
し
て
薨
じ
た
ま
ふ
を
、
こ
の
所
に
う
づ
み
ぬ
。
さ
る
に
よ
つ
て
、
い
ま
の
代
ま
で
吉

備
の
も
り
と
も
、
ま
た
は
吉
備
塚
と
も
い
ふ
と
か
や
。

　

さ
て
、
こ
の
も
り
よ
り
北
に
、
璉
城
寺
と
い
う
有
り
。
開
基
は
行
基
菩
薩
、
む
か
し
は
三
論

宗
に
て
、
日
輪
山
東
大
寺
の
末
寺
と
し
、
二
町
四
方
の
寺
中
に
数
々
の
堂
舎
甍
を
な
ら
べ
有
り

し
が
、
消
失
の
後
、
零
落
に
及
び
し
を
、
武
内
（
た
け
う
ち
）
の
宿
禰
（
す
く
ね
）
よ
り
十
八

代
の
後
胤
、
左
兵
衛
佐
紀
有
常
卿
再
興
し
た
ま
ひ
て
よ
り
こ
の
か
た
、
世
の
人
、
紀
寺
（
き
じ
）

図２　紀寺　れんじやうじ
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と
い
へ
り
。
い
つ
の
代
よ
り
か
、
平
安
城
知
恩
院
の
末
寺
と
な
る
。
寺
領
二
十
石
有
り
。
御
本

尊
は
耳
根
得
道
（
じ
こ
ん
と
く
ど
う
）
の
菩
薩
、
水
月
道
場
の
観
世
音
に
て
お
は
し
ま
す
。
奥

院
な
る
伽
羅
陀
山
（
か
ら
だ
さ
ん
）
の
地
蔵
菩
薩
は
、
小
野
の
篁
（
た
か
む
ら
）
の
作
な
り
。

今
の
帯
と
き
の
地
蔵
菩
薩
も
、
本
は
こ
の
寺
に
お
は
し
ま
し
け
る
が
、
寺
零
落
の
後
、
か
の
所

へ
渡
ら
せ
た
ま
ふ
。
こ
れ
作
は
稽
文
会
（
け
い
ぶ
ん
え
）
と
い
ふ
。
さ
て
鎮
守
一
社
は
、
天
武

天
皇
の
御
皇
子
崇
道
尽
敬
（
じ
ん
き
ょ
う
）
皇
帝
を
祝
ひ
た
て
ま
つ
る
。

　

注　

 

璉
城
寺　

常
行
山
と
い
い
浄
土
真
宗
遣
迎
院
派
。
璉
珹
寺
と
も
記
す
、
現
奈
良
市
紀

寺
町
に
所
在
。『
奈
良
坊
目
拙
解
』
で
は
明
日
香
に
存
す
る
紀
寺
の
別
院
と
し
て
い
る
。
江
戸

時
代
は
朱
印
二
十
石
を
う
け
た
。

　

注　

崇
道
尽
敬
皇
帝　

光
仁
天
皇
の
皇
子
、
元
東
大
寺
に
住
す
、
桓
武
天
皇
の
時
に
皇
太
子

に
立
た
れ
た
が
、
中
納
言
藤
原
種
継
と
隙
を
生
じ
、
つ
い
に
人
を
し
て
種
継
を
射
殺
さ
せ
、
皇

太
子
を
廃
せ
ら
れ
た
。
後
乙
訓
寺
に
幽
閉
、
淡
路
島
へ
配
流
さ
れ
る
途
中
死
去
し
た
。
遺
骸
は

淡
路
島
に
納
め
ら
れ
た
が
、
後
に
そ
の
祟
り
を
恐
れ
て
大
和
国
八
島
陵
に
改
葬
せ
ら
れ
、
崇
道

尽
敬
皇
帝
と
称
し
た
。

　
（
平
井
良
朋
編
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
９
奈
良
の
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
、

三
五
三
～
三
五
四
、五
八
三
頁
）

　

引
用
文
中
で
ふ
り
が
な
は
（　

）
に
入
れ
、
一
部
省
略
し
た
。
注
は
編
者
の
も
の
で
あ
る
。

『
大
和
名
所
図
会
』
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
刊
行
、『
南
都
名
所
集
』『
奈
良
名
所
八
重

桜
』
は
そ
れ
以
後
の
著
作
と
思
わ
れ
る
。『
南
都
名
所
集
』
の
記
述
が
、
現
在
の
璉
珹
寺
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
縁
起
に
近
い
。『
南
都
名
所
集
』
と
『
奈
良
名
所
八
重
桜
』
は
、
と
も
に
鎮
守

を
崇
道
天
皇
社
と
し
て
い
る
。『
南
都
名
所
集
』
の
さ
し
絵
（
図
２
）
は
、
近
世
後
期
の
璉
珹

寺
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
入
口
門
と
本
堂
が
近
す
ぎ
る
が
、
妻
入
の
本
堂
は
現
状
に
近
い
。

た
だ
現
本
堂
は
間
口
三
間
で
あ
る
が
、
さ
し
絵
で
は
、
間
口
二
間
で
、
中
心
に
柱
が
あ
る
。
庫

裏
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
鳥
居
の
奥
に
南
面
す
る
社
が
崇
道
天
皇
社
で
あ
ろ
う
。
表
門
も
描
か

れ
て
お
ら
ず
、二
人
の
人
物
は
門
前
の
往
来
を
歩
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
奈
良
名
所
八
重
桜
』

の
記
述
は
、
縁
起
な
ど
と
も
か
け
は
な
れ
て
て
お
り
、
何
を
根
拠
に
し
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
。

　
３　
「
当
寺
中
興
由
来
記
」
の
補
足

　

前
回
の
報
告
で
紹
介
し
た
史
料
「
当
寺
中
興
由
来
記
」
の
中
で
、
省
略
し
た
部
分
「
御
奉
書

之
写
」
を
以
下
に
原
文
の
ま
ま
紹
介
す
る
。

　
（
表
紙
）「
当
寺
中
興
由
来
記
」

　

一
当
寺
天
台
宗
ニ
改
、
京
大
仏
養
源
院
末
寺
ニ
成
候
事
ハ
、（
以
下
略
）

　
　
　
　
　

願
書
之
写　
　
　

一
南
都
紀
寺
町
璉
珹
寺
事
、（
以
下
略
）            

　
　
　
　

　

御
奉
書
之
写

　

御
方
（
芳
ヵ
）
札
致
披
見
候
、　

宮
様
益
御
機
嫌
能
此
節
日
光　

御
在
山
之
御
事
候
、
然
は

南
都
紀
寺
町
璉
珹
寺
他
宗
ニ
而
、　

御
朱
印
廿
石
被
附
置
候
へ
共
、
此
度
本
末
之
出
入
有
之
、

右
之
寺　

公
儀
江
被
召
上
候
ニ
付
、
貴
院
末
寺
被
相
願
候
所
、
先
月
廿
一
日
其
地
於
御
奉
行
所

願
之
通
被
仰
付
候
由
、
御
紙
面
之
趣
遂
言
上
候
、
従
来
彼
地
台
門
之
寺
院
無
之
候
所
、
今
般
ニ

始
り
候
義
台
宗
興
起
之
基
と
御
感
悦
不
斜
候
、
此
上
弥
彼
ノ
寺
繁
栄
之
応
情
専
要
ニ
思
召
候
、

恐
々
謹
言

　
　
　

壬
四
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
解
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
心
院

　
　
　

養
源
院
前
大
僧
正

　

然
処
泰
宴
儀
享
保
九
年
辰
ノ
四
月
よ
り
五
箇
年
之
住
職
ニ
而
、（
以
下
略
）

　

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
閏
四
月
、
京
都
の
僧
侶
二
人
か
ら
養
源
院
の
前
僧
で
日
光
輪
王
寺

に
転
じ
た
僧
へ
の
書
簡
で
、 

璉
珹
寺
が
養
源
院
の
末
寺
と
な
っ
た
こ
と
を
慶
賀
し
、
奈
良
に
は

従
来
天
台
宗
の
寺
院
が
な
く
、「
台
宗
興
起
之
基
」
と
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
当
寺
中
興
由
来
記
」
そ
の
他
に
も
と
づ
い
て
、
近
世
の
璉
珹
寺
の
様
子
を
ま
と
め
て
お
く
。

　
［
近
世
の
璉
珹
寺
略
年
表
］

　

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
八
月　

徳
川
家
康
よ
り
朱
印
地
二
〇
石
を
与
え
ら
れ
る
。
朱
印
地

は
添
上
郡
肘
塚
（
か
い
の
つ
か
）
村
（
六
・
五
二
五
石
）・
法
華
寺
村
（
一
三
・
四
七
石
）。

　

享
保
年
中　

住
僧
乱
行
に
し
て
寺
産
什
物
を
忍
辱
山
来
迎
寺
（
注
ー
忍
辱
山
（
に
ん
に
く
さ

ん
）
円
成
寺
来
迎
院
、
奈
良
市
忍
辱
山
町
）
に
売
り
て
真
言
宗
に
改
宗
せ
ん
と
欲
す
。
本
寺
誓

願
寺
よ
り
之
を
止
む
。
悪
僧
は
一
旦
亡
命
逐
電
す
と
い
え
ど
も
、
終
に
京
都
に
於
て
禁
獄
の
上

追
放
せ
ら
る
。

　

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
一
二
月　

法
相
宗
興
福
寺
と
浄
土
宗
誓
願
寺
（
京
都
）
と
の
間
に
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こ
の
寺
を
め
ぐ
る
本
末
争
論
が
生
じ
、
朱
印
地
を
没
収
さ
れ
た
。
以
後
、
天
台
宗
京
大
仏
養
源

院
を
本
寺
と
す
る
。

　

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
成
立
の
「
奈
良
坊
目
拙
解
」
で
は
、
璉
珹
寺
は
高
市
郡
明
日
香

村
の
紀
寺
の
別
院
で
、
石
高
二
〇
石
、
浄
土
宗
の
誓
願
寺
末
寺
か
ら
天
台
宗
の
京
大
仏
養
源
院

末
寺
に
な
っ
た
と
す
る
。

　

以
下
歴
代
住
職

　

泰
宴　

享
保
九
辰
年
（
一
七
二
四
）
四
月
よ
り
五
か
年
の
住
職
。

　

実
円　

享
保
一
四
酉
年
（
一
七
二
九
）
よ
り
一
七
年
間
の
住
職
。

　

実
啓　

延
享
二
丑
年
（
一
七
四
五
）
よ
り
三
一
年
間
の
住
職
。
こ
の
間
に
本
堂
・
庫
裏
と
も

建
立
致
し
、
安
永
六
酉
年
（
一
七
七
七
）
一
〇
月
一
〇
日
遷
化
す
。

　

本
堂
・
庫
裏
の
建
立
は
延
享
二
年
以
降
。
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
璉
珹
寺
現
住
沙
門
（
実

啓
）か
ら
古
新
伝
来
の
縁
起
を
勘
考
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
無
名
山
人
が
完
成
し
た
の
が『
璉

珹
寺
紀
』。

　

実
弘　

安
永
七
戌
年
（
一
七
七
八
）
住
職
。
安
永
九
子
年
（
一
七
三
〇
）
京
都
に
て
追
放
を

仰
せ
付
け
ら
る
。
一
年
余
無
住
。

　

信
行
坊
（
快
融
）　

安
永
一
〇
丑
年
＝
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
三
月
よ
り
文
政
五
午
年

（
一
八
二
二
）
一
〇
月
ま
で
の
住
職
。

　

道
融　

文
政
五
午
年
（
一
八
二
二
）
一
一
月
よ
り
住
職
。

　

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
取
調
旧
高
、
法
華
寺
村　

璉
城
寺
領　

一
三
石
四
九
四
〇
、
紀
寺

村　

春
日
御
蔵
方　

一
一
八
八
石
七
三
〇
〇
、
肘
塚
村 

璉
城
寺
領　

六
石
五
〇
六
〇　
（
木
村

礎
校
訂
『
旧
高
旧
領
取
調
帳　

近
畿
編
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）。

　

昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）　

浄
土
真
宗
遣
迎
院
派
と
な
る
。

三
　
二
〇
一
〇
年
度
発
掘
調
査
の
概
要

　

本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
４
区
の
調
査
を
行
っ
た
。
第
４
区
は
寺
の
敷
地
の
東
側

（
本
堂
の
裏
）、
第
３
区
の
北
側
に
隣
接
し
て
い
る
。
面
積
は
東
西
二
．
五
ｍ
、
南
北
五
．
九
ｍ
、

約
一
四
㎡
で
あ
る
。
昨
年
度
東
端
で
石
垣
が
検
出
さ
れ
た
の
で
、
東
側
を
五
〇
㎝
拡
幅
し
た
。

石
垣
の
上
段
は
東
側
隣
接
地
の
境
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
ま
で
同
じ
高
さ
で
広
が
っ
て
い
た
。

石
垣
に
接
す
る
瓦
片
や
石
の
集
積
は
、
石
垣
に
沿
っ
て
幅
三
〇
㎝
ほ
ど
あ
り
、
石
垣
の
裏
込
め

と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
範
囲
内
で
は
土
塀
の
痕
跡
が
な
く
、
江
戸
時
代
の
土
塀
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
擁
壁
の
真
下
あ
た
り
に
想
定
さ
れ
る
。

（
ａ
）
土
層

　

堆
積
土
は
昭
和
六
〇
年
代
以
降
の
土
層
を
第
１
層
、
近
代
か
ら
昭
和
六
〇
年
代
ま
で
の
土
層

を
第
２
層
、
江
戸
時
代
の
土
層
を
第
３
層
と
し
、
中
世
の
土
層
を
第
４
層
と
し
た
。
第
１
層
は

厚
さ
約
六
〇
か
ら
七
〇
㎝
、
隅
や
灰
、
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
混
じ
っ
た
土
と
、
墓
地
造
成
の
時
に

盛
っ
た
山
土
で
あ
る
。
第
２
層
は
、
厚
さ
約
一
〇
㎝
の
上
層
と
、
厚
さ
約
二
五
㎝
の
下
層
と
に

分
か
れ
る
。
下
層
が
石
垣
の
上
と
石
垣
の
前
に
堆
積
し
て
い
る
。
第
２
層
は
多
量
の
瓦
を
含
ん

で
お
り
、
調
査
区
東
側
に
あ
っ
た
土
塀
を
崩
し
た
時
に
堆
積
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
土
塀

は
前
節
で
紹
介
し
た
江
戸
時
代
中
期
の
璉
珹
寺
境
内
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
住
職
さ
ん
の
お

話
で
は
、
全
体
は
ト
タ
ン
塀
（
現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
）
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
後
し
ば

ら
く
の
間
土
塀
の
一
部
が
残
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
第
３
層
は
厚
さ
約
一
〇
㎝
で
、
暗
灰
色

粘
質
土
で
、
黄
色
土
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
ん
で
い
る
。
第
４
層
は
茶
褐
色
粘
質
土
で
、
厚
さ
五
か

ら
一
〇
㎝
。
古
代
か
ら
中
世
の
遺
物
を
少
量
含
ん
で
い
る
。
そ
の
下
が
地
山
で
あ
る
。

（
ｂ
）
遺
構

　

遺
構
は
第
３
層
の
上
面
と
第
４
層
の
上
面
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
第
３
層
の
上
面
を
第
１
遺

構
面
、
第
４
層
の
上
面
を
第
２
遺
構
面
と
す
る
。

昨
年
度
は
第
１
遺
構
面
か
ら
は
石
垣
一
ヶ
所
と
土
壙
四
基
と
土
器
や
瓦
の
廃
棄
場
所
一
ヶ
所
を

検
出
し
た
と
報
告
し
た
。
こ
の
廃
棄
場
所
は
本
年
度
の
調
査
で
瓦
な
ど
を
廃
棄
し
た
土
壙
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
土
壙
61
と
し
た
。
土
壙
は
計
五
基
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
中
期

か
ら
後
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

石
垣
１　

石
の
上
面
は
地
表
下
約
七
〇
㎝
で
あ
る
。
上
部
を
第
２
層
下
層
が
覆
っ
て
い
る
。

石
は
二
〇
㎝
大
の
河
原
石
で
西
側
に
面
を
そ
ろ
え
て
、
南
北
に
並
ん
で
い
る
。
基
礎
に
約
三
〇

㎝
の
や
や
大
き
な
石
を
並
べ
、
そ
の
上
に
二
か
ら
三
段
石
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
石
垣
の
裏
側

は
瓦
や
小
石
が
密
に
敷
き
つ
め
ら
れ
、
幅
約
三
〇
㎝
の
裏
込
め
と
考
え
ら
れ
た
。
昨
年
度
石
垣

は
第
１
遺
構
面
に
の
っ
て
い
る
と
報
告
し
た
が
、
本
年
殿
調
査
で
地
山
に
直
接
の
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
石
垣
付
近
で
は
地
山
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
石
垣
の
築
造
時
期
は
江
戸
時
代

と
推
定
し
て
い
る
。
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写真１　池１の護岸（西から）　左側は土壙でこわされ石がない

写真２　池１東壁際土層（南から）護岸の下に厚さ 50㎝ほどの堆積層がある
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土
壙
61　

昨
年
度
土
器
や
瓦
の
廃
棄
場
所
と
報
告
し
た
遺
構
は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
集
中
し

て
捨
て
た
ゴ
ミ
穴
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
一
八
世
紀
。

　

池
１　
（
写
真
１
・
２
）
第
４
区
の
西
北
隅
で
検
出
さ
れ
た
と
東
西
二
ｍ
、
南
北
一
・
五
ｍ
、

二
辺
は
直
角
に
ま
じ
わ
っ
て
い
る
。
深
さ
九
〇
㎝
。
切
り
込
み
は
第
２
遺
構
面
。
池
が
か
な
り

埋
っ
た
段
階
で
池
岸
近
く
に
石
を
二
段
に
敷
い
た
護
岸
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
石
の
間
か
ら
底

部
に
孔
を
あ
け
た
完
形
の
土
師
皿
が
出
土
し
た
。
東
お
よ
び
南
の
壁
際
を
底
面
ま
で
掘
り
下
げ

た
が
、
北
側
は
調
査
区
が
深
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
安
全
性
考
慮
し
て
掘
り
残
し
た
。
池
の
堆

積
土
は
護
岸
の
石
の
下
部
当
た
り
で
上
層
と
下
層
に
わ
け
ら
れ
た
。下
層
は
灰
黒
色
粘
質
土
で
、

上
層
は
、
黄
褐
色
砂
質
土
が
は
い
り
、
明
ら
か
に
池
を
埋
め
た
状
態
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
埋

土
か
ら
は
一
八
世
紀
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
下
層
の
遺
物
は
ま
だ
未
整
理
だ
が
、
十
七
世

紀
初
頭
以
前
の
も
の
が
多
い
。池
の
構
築
年
代
は
一
七
世
紀
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

池
１
の
脇
に
は
現
在
も
石
の
護
岸
の
あ
る
池
が
あ
り
、
西
に
接
す
る
建
物
や
庭
園
は
昭
和
に

池
を
埋
め
て
造
っ
た
。
昭
和
に
埋
め
ら
れ
た
池
が
江
戸
時
代
中
期
に
本
堂
再
建
後
造
ら
れ
た
可

能
性
が
高
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
出
土
遺
物
の
時
期
か
ら
、
本
堂
再
建
の
頃
に
池
１
が
埋
め
ら
れ
、

新
た
な
池
が
つ
く
ら
れ
た
と
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
池
も
昭
和
に
埋
め
ら
れ
一
部
が
現
在
残
っ

て
い
る
と
考
え
た
い
。

（
ｃ
）
遺
物

　

遺
物
の
出
土
量
は
コ
ン
テ
ナ
二
五
箱
で
あ
る
。
新
た
に
発
見
し
た
土
壙
61
と
池
１
か
ら
の
遺

物
量
が
多
か
っ
た
。
池
１
の
護
岸
の
石
の
間
か
ら
孔
の
開
い
た
完
形
の
土
師
器
、
下
層
か
ら
も

ほ
ぼ
完
形
の
土
師
器
が
出
土
し
た
。）。

　

本
年
度
調
査
の
遺
物
は
未
整
理
だ
が
、
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

古
墳
時
代　

須
恵
器

　

奈
良
時
代　

瓦
・
土
師
器
・
須
恵
器

　

平
安
時
代　

瓦
・
黒
色
土
器

　

鎌
倉
時
代　

瓦
・
瓦
器
・
中
国
製
白
磁

　

室
町
時
代　

瓦
・
瓦
質
土
器
・
陶
器
・
硯
・
朝
鮮
白
磁

　

江
戸
時
代　

瓦
・
土
器
・
陶
磁
器
・
硯

お
わ
り
に

　

今
年
は
調
査
の
終
了
が
九
月
一
七
日
で
、
原
稿
の
締
め
切
り
が
九
月
三
〇
日
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
調
査
の
概
要
を
十
分
に
吟
味
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
簡
単
な
事
実
報
告
と
な
っ
た
。。

　

本
年
度
か
ら
境
内
の
石
造
物
の
実
測
と
拓
本
を
取
り
始
め
た
。
古
い
紀
年
銘
の
あ
る
墓
石
に

は
慶
長
年
間
の
「
受
誓
」
墓
が
あ
り
、
自
然
石
で
あ
っ
た
。
寛
永
年
間
の
墓
石
も
自
然
石
で
、

仏
像
を
刻
ん
だ
墓
石
が
元
禄
年
間
と
な
っ
て
い
る
。
石
像
物
調
査
は
始
め
た
ば
か
り
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
調
査
が
た
の
し
み
で
あ
る
。

　

最
後
に
い
つ
も
な
が
ら
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
下
間
景
甫
住
職
に
厚
く
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
「
璉
珹
寺
友
の
会
」
の
皆
様
と
地
元
の
方
に
は
調
査
参
加
の
み
な
ら
ず
、

食
事
の
調
理
を
す
べ
て
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
本
学
学
生
と
卒
業
生
、
神
戸
大
学
考
古
学
研
究
会
の
学
生
の
方
々
、
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
付
記
）

　

本
研
究
は
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
度
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
特
別
研
究
助
成
費
の
交
付
を

受
け
て
行
わ
れ
た
。

　

執
筆
分
担
は
、
は
じ
め
に
・
一
節
・
三
節
・
お
わ
り
に
が
佐
久
間
、
二
節
が
長
谷
川
で
す
。
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